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図3　BRAVE Seed Acceleration Platform
座談会
“未来医学を拓くオ プーンイノベーション拠点の創出”に向けて
























































































































図4　 Johnson & Johnson Innovation Comprehensive 
Solution for a Region
鶴飼 太郎
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水野　いよいよ最後ですけれども、神鳥さんにト
リを、お願いします。
神鳥　いまお話を聞きながら日立の中央研究所が
強かった時代を思い出していました。まさにいま
言われたようなものづくりを支えていたエンジニ
アリングの間接員が結構いたのです。それをかな
りの人数抱えていた時代はよかったけど、今はな
かなかそれができなくなっている。だから逆にそ
れを解くために、私がいま思ったのは、伊藤さん
のプログラムを、大企業でも使わせていただくと、
オープンイノベーションができるかと。Johnson 
& Johnsonが取り組んでおられるように、「もっ
と日本全体をよくすればいいよね」ということで、
企業間がもっと連携できる場を、一度作ってもい
いのかなと思います。
　未来医学研究会の話では、BMCの卒業生と飲
み会を毎年やっています。飲み会のつながりで
ちょっとこの間、お互いの会社での交流会ができ
て、実際に何をやろうかということでいまちょう
ど話をし始めたところです。卒業してすぐではな
かなかできなかったのですが、ある程度のポジ
ションになって皆ができ始めているというのが現
実だと思います。だから、私もこの年齢になって
そこそこ社内を動かせるので、交流会で「えっ、
そんなの持っていたの」とお互いに始まって、結
構おもしろい話が実際に起きています。
　こういのは長い目で見ないといけないので、同
窓会みたいなものは非常に貴重です。結局、幹事
をいつもやってくれる人がいて、引っ張られて皆
が「では集まろうか」みたいにやるのですけれど
も、そういう人がいないとなかなか続かないです
ね。
　あとは、BMCに参加されている中でイノベー
ションということに対して意識が高い人と低い人
がいるとすごく感じる。要は会社から言われたか
ら来ているという人も結構いるわけです。でも、
そうではない人も最近は多いので、オープンイノ
ベーションの授業をやっていただいたらどうなの
かなと思います。
大和　現役の受講生の方に授業をやりましょうと
いう話を水野さんとしていたのですけれども、プ
ラスアルファ、いまお話を伺っていて思ったのは、
卒業生の皆さんにも「こういうのがありますよ」
とご案内を出して、一コマだけの講演会みたいな
ものを企画して学んでいただくと。たぶん日立さ
んとかだったら何十人もいるわけではないですか。
50年ぐらいやっているのだから。
「これをきっかけに今日の話を講演会でや
るのは？」 （神鳥）
神鳥　きょうお伺いしたお話は、私にとってすご
く新鮮でした。これまでオープンイノベーション
という言葉ばかりが先行しているだけで、実のな
る話というのは聞いたことがなくて（笑）。だか
らきょうはすごくありがたかった。これをきっか
けに今日のお話しを講演会でやるのはどうかな。
たぶん皆、困っているはずなのですよね。皆、
はっきりわからないのですよ。先ほどおっしゃっ
たように、やり方を知らないのです。成功事例を
知らないのです。体系立てて教えていただくと、
すごく有難いです。
大和　そういうのをやりましょう。
水野　是非、実現したいですね。
　今日は、パネリストの皆さんから本当に良いお
話をいろいろ聞かせていただきました。未来医学
研究会の今後の活動の中で発展することができれ
ばと思います。有難うございました。
